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第㸯章 街 路  業 

 

第㸯節 街路業ࡢ概要 
 

㸯 街路とࡣ 

 。1) 街路ࡢ役割 

   街路ࡣ都市ࡢ中ࡢ㐨路࡛あࡾ多種多様࡞役割ࢆ担࡚ࡗいࠋࡿ市民生活や経῭活動等伴う自動車

交通等ࢆ滑処理ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ市民ࡀ散歩ࢆ楽ࡾࡔࢇࡋ祭ࡾやイ࣋ンࡀࢺ開催さ࡞ࡿࢀ

人々ࡀ集い語ࡾ合う都市࠾い࡚最ࡶ基礎的࡞公共空間࡛あࠊࡓࡲࠋࡿ街路ࡢ持ࡘ空間機能࡚ࡋ

ࠊࡋ収用ࢆイフࣛインࣛࡢ電力等ࠊ公共交通機関やୖୗ水㐨ࡓࡗい地ୗ鉄や路面電車ࡶ他ࡢそࡣ

災害時ࡣ避難路ࢆ提供ࡋ延焼ࢆ防ࡄ防火帯ࡢ࡚ࡋ機能ࡶあࠋࡿさࠊࡽ街路ࡣ市街地ࡢ街区ࢆ

構成ࠊࡋ沿㐨ࡢ市街ࢆ誘ᑟࡿࡍ機能ࢆ持ࠊࡾ࠾࡚ࡗ都市ࡢ基盤ࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡚ࡋ方向性ࢆ決ࡵ

 ࠋࡿ࡞うࡼࡢ表ࡢ次ࡿࡍ整理ࢆ各種機能࡞うࡼࡢࡇࠋࡿい࡚ࡗ担ࢆ役割࡞重要ࡿ

街路ࡢ多様࡞機能 

大 項 目 ᑠ 項 目 ෆ    容 

都市交通施設機能 通路ࡢ࡚ࡋ機能 人及び物ࡢ動ࡢࡵࡓࡢࡁ通路ࡢ࡚ࡋ機能 

沿㐨利用ࡢࡵࡓࡢ機能 沿㐨ࡢ土地ࠊ施設ࠊ建物等ࡢ出入ࢺࢫࠊࡾッ

ࢫࡢࡋୗࡳ積ࡢ貨物ࠊプ࣮ࣟチࡢࢻ࣮ࣖࢡ

 機能ࡢ࡚ࡋࢫ࣮࣌

都市環境保全機能  都市ࡢオ࣮プンࡢ࡚ࡋࢫ࣮࣌ࢫ住環境ࢆ維持

 機能ࡿࡍ

都市防災機能 避難路࣭救援路 災害Ⓨ生時被災者ࡢ避難及び救助ࡢࡵࡓࡢ通

路ࡢ࡚ࡋ機能 

災害遮断 災害ࡢ拡大ࢆ抑え遮断ࡢࡵࡓࡿࡍ空間ࡢ࡚ࡋ

機能 

都市施設ࡢࡵࡓࡢ空

間機能 

他ࡢ交通機関ࡢࡵࡓࡢ空間 ࣔノ࣮ࣞࣝࠊ新交通ࢫࢩテムࠊ地ୗ鉄ࠊ路面電

車等ࢆ設置ࡢࡵࡓࡿࡍ空間 

供給処理施設ࡢࡵࡓࡢ空間 電気ୖࠊ水㐨ࠊୗ水㐨ࠊ地域冷暖ᡣࠊ都市廃棄

物処理管路ࠊガࢫ等ࢆ設置ࡢࡵࡓࡿࡍ空間 

通信情報施設ࡢࡵࡓࡢ空間 電ヰࠊ（ATV等ࢆ設置ࡢࡵࡓࡿࡍ空間 

そࡢ他ࡢ施設ࡢࡵࡓࡢ空間 電ヰボッࠊࢫࢡ信号ࠊ案ෆ板ࢺ࣮ࣜࢺࢫࠊフ

ニチ࣮ࣕ等ࢆ設置ࡢࡵࡓࡿࡍ空間 

街路ࡢ構成市街

 誘ᑟࡢ

街区ࡢ構成 街路ࡣ街区ࢆᅖࠊࡳそࡢ位置ࠊ規模ࠊ形状ࢆ規

定ࠋࡿࡍ 

市街ࡢ誘ᑟ 沿㐨ࡢ土地利用ࡢ高度ࠊࡋಁࢆ都市ࡢ面的࡞

Ⓨ展方向ࠊ形状ࠊ規模等影響ࢆ与えࠋࡿ 
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   以ୖࡢ通ࡾ街路ࡣ都市ࡿࡅ࠾自動車交通ࢆ処理ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ都市ࢆ代表ࡿࡍ公共空間ࡋ

࡚質ࡢ高い整備ࢆ進࡚ࡵいࡃ必要ࡀあࠋࡿ 

 街路࣮ࣝࣔࢫ街路ࢪ࣮ࣛ (」。 

   街路業称ࡿࡍ場合ࠕࡢ街路ࠖࠊࡣ都市計⏬法第11条第1項規定ࡿࡍ㐨路㸦都市計⏬㐨

路㸧ࡢうࠊࡕ都市局ᡤ管業ࡢ対象ࡿ࡞㐨路ࢆいうࡢࡇࠋ場合ࠊ都市局ᡤ管࡛あࡣࡇࡿࡘ

 ࠊࡾあࡀ意味ࡢ

  ձ 都市計⏬㐨路࡛あࠊࡶ࡚ࡗ㐨路局ᡤ管ࡢ㐨路ࡣ除外さࡇࡿࢀ 

  ղ 土地区⏬整理業又ࡣ市街地再開Ⓨ業࡚ࡋ整備さࡿࢀ都市計⏬㐨路ࡀ含ࡇࡿࢀࡲ 

ࡢ広義ࠊࢀ区分さ࡚ࡋ㸦項㸧㐨路業費ࠖࠕ予算科目ୖࠊࡣ業࡞うࡼࡢࡇࠋࡿあ࡛ࡇいう  

街路ࢪ࣮ࣛࠗࠊ࡚ࡋ街路࠘呼࡚ࢀࡤいࢪ࣮ࣛࡢࡇࠋࡿ街路ࠊࡽ土地区⏬整理業又ࡣ市街地

再開Ⓨ業࡚ࡋ整備さࡿࢀ都市計⏬㐨路ࢆ除い࣮ࣝࣔࢫࠗࠊࡀࡢࡶࡓ街路࠘呼ࠊࢀࡤ街路課ࡀ

ᡤ管ࠊࡋ通常ࠊ街路業表現さ࡚ࢀい࡛ࡢࡶࡿあࠋࡿ 

 。」) 街路業㐨路業ࡢ区分 

   㐨路整備ࠊࡣ都市局ࡀᡤ管ࡿࡍ街路業㐨路局ࡢᡤ管ࡿࡍ㐨路業ࡀあࠋࡿ 

   次ࡢᅗࠊࡣ都市計⏬㐨路ࡘい࡚両局ࡢᡤ管区分ࡀ明ࡼࡿ࡞ࡽう区分࡛ࡢࡶࡓࡋあࠋࡿ両

局ࡢᡤ管区分ࠊࡣ原則࡚ࡋ都市部ࡿࡅ࠾都市計⏬㐨路ࡣ都市局ࠊࡀそࢀ以外ࡢ地域ࡶࡿࡅ࠾

区分明確ࡶࡋࡎ必ࡣᡤ管区分࡞うࡼࡢࡇࠊࡋࡋࠋࡿ原則࡛あࡀࡢいうࡿࡍᡤ管ࡀ㐨路局ࡣࡢ

さ࡚ࢀいࡿわࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅそࡢ都度協議࡚ࡋ定ࡇࡿࡵさ࡚ࢀいࡿ部分ࡶあࠋࡿ 
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都市計画道路整備事業ࡢ都市局࣭道路局ࡢ所管区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。注)㸯   㺃㺃㺃都市局ᡤ管ࠊ       㺃㺃㺃㐨路局ᡤ管ࠊ  㺃㺃㺃都市࣭㐨路両局協議 

  㸰 ࡢࡇ区分࡛ࡶ㐨路管理者ࡀ必要認ࡿࡵ業ࠊ例えࡤ交通ࡢ隘路࡚ࡗ࡞いࡿ地区ࡢ㐨路改築ࠊ

橋梁ࡢ拡幅ࠊ鉄㐨ࡢᖹ面交差除却等ࡣ㐨路局ࡢᡤ管ࠋࡿࡍ 

  㸱 当面ࠊ昭和『』ᖺ度国勢調査ࡿࡼ人ཱྀ集中地区㸦）I）㸧ࠊ地区ࡀ設定さ࡚ࢀい࡞い場合ྠࡣ基

準準ࡿࡎ地区 

  㸲 昭和『』ᖺ度以降昭和60ᖺ度࡛ࡲ変動ࡓࡋ人ཱྀ集中地区ࡢ状況ࠊ㐨路ࡢ交通状況ࠊ沿㐨ࡢ状況ࠊ

㐨路管理ࡢ実態຺ࢆ࡞案ࠊୖࡢ両局協議ୖࡢ決定ࠋࡿࡍ 

  㸳 土地区⏬整理業ࡘい࡚ࠊࡶ都市局ᡤ管区分従う୕ࠊࡀࡿࡍࡢࡶ大都市圏ࡢ各区域࠾

い࡚ࠊࡣ両局協議ࡾࡼ従来ࡢᡤ管区分ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡼ 

 

都 㐨 両 

都市計⏬ 
㐨  路 

一般国㐨 

市街地再開Ⓨ業 

そࡢ他 

୕大都市圏 

東京：東京外郭環状線ࡢෆ

側ࡢ区域㸦外郭環状線ࡣ㐨

路局ᡤ管㸧 

指定区間外 

大阪：大阪南池田線－淀川

岸線―大阪中央環状線࡛

形成さࡿࢀ環状線ࡢෆ側ࡢ

区域 

ྡྂ屋：ྡྂ屋第㸰環状線

区域㸦第㸰環状線ࡢෆ側ࡢ

 㐨路局ᡤ管㸧ࡣ

ୖ記以外ࡢ区域 

将ࡀ現㐨ࡾあࡀ⏬計ࡢࢫࣃイࣂ
来都㐨府県㐨以ୗࡢࡶࡿ࡞ 

୕大都市圏
以外ࡢ都市 

ୖ記以外ࡢ一般国㐨 

都㐨府県㐨ࡲ
 市⏫村㐨ࡣࡓ

既成市街地ෆ 

都市計⏬法基࡙ࡁ用途指定さ࡚ࢀいࡿ区域 

用途指定࡞ࡀい都市あࠊࡣ࡚ࡗ既成市街地
 区域ࡴ含ࢆ00ｍ『ࡡ概路線的ࡽ外線ࡢ

ୖ記以外ࡢ区域 

既成市街地
以外ࡢ区域 

指定区間 

㸦注㸰㸧 

㸦注㸱㸧 

㸦注㸲㸧両 

㸦注㸲㸧両 

㐨 

都 

㐨 

㐨 

都 

都 
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㸰 街路事業ࡢ進め方 

 。1) 街路業ࡢ手⥆ࡢࡁ流ࢀ 

  1) 都市計⏬決定 

    街路業࠾い࡚ࡣ当ヱ業ࡀ都市計⏬業࡛あࡀࡇࡿ必須条件ࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ࡞新規補

助採択ࡢ要望ࢆ行う路線ࡘい࡚ࠊࡣ原則࡚ࡋ採択前ᖺ度࡛ࡲ都市計⏬決定ࠊ変更࡞ࡀさࢀ

࡚いࡀࡇࡿ必要࡛あࠋࡿ 

  「) 都市計⏬㐨路整備プࣟࣛࢢム 

    都市計⏬㐨路ࠊࡣ都市計⏬決定や業認可ࡢ手⥆࡚ࡗࡼࡁ市民情報ࢆ周知ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ都

市計⏬決定ᚋいࡘ業着手ࡢࡿࡍ明示さ࡚ࢀい࡞いࡽࡇ業着手時ࡢ混乱要因࡚ࡗ࡞ࡶ

いࡓࡲࠋࡿ整備ࡢ見通ࡀࡋ明確࡛࡞いࠊࡵࡓ計⏬的࡞民間開Ⓨ誘ᑟࡿࡼ土地ࡢ᭷効高度利用ࢆ

阻害ࡿࡍ一要因࡚ࡗ࡞ࡶいࡼࡢࡇࠋࡿう࡞状況ࢆ踏ࡲえࠊ業ࡢ一層ࡢ透明性や客観性ࢆ確保

ࡢムࣛࢢ都市計⏬㐨路整備プࣟࠊࡵࡓࡿࡍ実現ࢆࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡞計⏬的ࡓࡵ含ࡶ民間ࡶࡿࡍ

策定࣭公表ࢆ推進࡛ࡁࡍあࠋࡿ 

  」) 調査及び業ࡢ検討 

    街路業ࢆ実施ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ地方公共団体ࡀ県࣭市ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢ関ୖࡿࡍ位計⏬や都市計

⏬㐨路整備プࣟࣛࢢムࡢ調整ࢆᅗࠊࡘࡘࡾ業ࡢ検討ࢆ行うࠋ必要応࡚ࡌ交通調査費補助

ࡀ必要ࡿࡵ進ࢆ調査ࡢࡵࡓࡢ策定ࡢ⏬整備計࡞具体的ࠊࡋ活用ࢆ連⥆立体交差業調査等ࡿࡅ࠾

あࠋࡿ 

  『) 補助要望ࠊ新規採択要望 

    予算要望ࣜࣄンࠊࡣࢢ⥅⥆業必要࡞予算要望額ࡢ他ࠊ新規補助採択ࢆ要望ࡿࡍ箇ᡤࡢ

概要等ࡢ説明ࢆ受࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡅいࠋࡿ 

    新規採択ࡢ可否ࡘい࡚ࠊࡣ新規採択時評価加えࠊ業ࡢ熟度ࠊ重要性及び緊急性等຺ࢆ案

 ࠋࡿࢀ通知さ地方公共団体࡚ࡗࡼ予算ෆ示ࡢ᭶』ࡢ通常毎ᖺ度ࠊࡋ国土交通省࡛決定ࡘࡘࡋ

  』) 都市計⏬業認可ࡢ申請ࠊ承認 

    採択࡞ࡀさࡤࢀࢀ都市計⏬法第』9条ࡢ規定ࡿࡼ認可又ࡣ承認ࢆ受ࡿࡅ必要ࡀあࠋࡿ 

  6) 街路業ࡢ執行手⥆ࡁ㸦交付申請ࠊ変更申請ࠊ完了実績等㸧 

都市局ᡤ管国庫補助金交付申請等ࠕ法ᚊࠖ及びࡿࡍ関適正ࡢ執行ࡢ予算ࡿಀ補助金等ࠕ    

要領ࠖ㸦ᖹ成1」ᖺ6᭶「7日付国土交通省都市࣭地域整備局長通㐩㸧等基࡙ࠊࡁ補助金交付関

 ࠋࡿࡍ実施ࢆົࡿࡍ関執行ࡢ申請等街路業ࡿࡍ
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計⏬決定 

調査及び業ࡢ検討 

新規路線要望 

予算要望 

要望調書整理 

要望ࡢ審査 

財ົ省ࡢ予算要求 

政府案ࡢ決定 ᮏ要望審査 

配分案ࡢ作成 

実施計⏬ࡢ決定 

実施計⏬ࡢ変更 ෆ示 

承認書 

 送付ࡢ

業認可告示 

業認可ࡢ審査 

業認可ࡢ申請 

業認可ᅗ書ࡢ作成 

設計 

測量 

業ࡢࡵࡓࡢ準備 

新規業 

業認可ࡢ修正 

交付申請ᅗ書ࡢ作成 

補助金ࡢ交付申請 

交付申請ᅗ書ࡢ修正 交付申請ࡢ審査 

㸦地方公共団体㸧 

長期計⏬ࠊ五箇ᖺ 

計⏬等 

㸦国土交通省㸧 

㸴～ 
 㸵᭶ 

࣭路線 

࣭予算 

㸶᭶ 

1「᭶ 1「᭶㺂㸯᭶ 

要望ࡢ再検討 

交付決定 

変更交付申請 

。経費ࡢ配分) 

箇ᡤ流用申請 

ෆ示変更申請 

業費 

  変更 地 元ࡢ
工説明 

用地Ⓩ記 
書  換 

補償工 
Ⓨ  注 

統一交付申請㺂㸲᭶㸳᭶ 

契約 

ᮏ工ࡢ入ᮐ 用地交΅ 

工   

設計変更 

完了検査 

支  払 

完了実績報告書ࡢ提出 

路線ࡢ完了 

㸦注㸧ᮏ表ࠊࡣ毎ᖺࡢ街路業実施際ࠊࡋ必要࡞手⥆ࡁ並びࢆ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ一般的示࡚ࡋいࠋࡿ 
   市⏫村業ࡘい࡚ࠊࡣ業認可及び交付申請ࡢ審査ࠊࡣ都㐨府県࠾い࡚行うࠋ 
   㸦指定市あࠊࡣ࡚ࡗ業認可ࡳࡢ都㐨府県㸧 

街路業ࡢ手⥆ࡢࡁ流ࢀ 

管理者引⥅ 

都市計⏬㐨路整備 

プࣟࣛࢢム 

⥅⥆路線ࡢ必要

額ࡢ積ࡆୖࡳ 

㸲᭶ ３４㸦⥅⥆業㸧 

Y道８ 

Y道８ 

３４ 

Y道８ 
３４ 

審査 

審査 

審査 

完了検査 

完了検査 

額ࡢ確定 
３４ 

䥹二
年
目
䥺 

䥹三
年
目
䥺 

䥹
一
年
目
䥺 
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 。「) 成果を意識ࡋた街路事業ࡢ展開 

   道路事業࠾けࡿ成果志向ࡢ道路行政マネジ࣓ントへࡾྲྀࡢ組みあわせࠊ街路事業࠾い࡚ࠊࡶ

事業ࡢ成果を意識ࠊࡋ効果的ࡘ効率的事業ࡢ実施を図ࡿたࠊࡵ以下ࡼࡢうࡾྲྀ࡞組みを行࡚ࡗい

 ࠋࡿ

  ձ 時間管理概念ࡢ徹底 

   ࣭都市計⏬道路整備プログラࡢ࣒策定࣭公表 

 重点的支援ࡿࡍ対完了期間宣言路線ࠖ等ࠕ࣭   

   ࣭土地用ࡢ活用ࡿࡼ適ษ࡞事業進行管理ࡢ徹底 

  ղ 事後評価ࡢ実施公表 

   ࣭供用前後ࡢ交通量ࠊ旅行㏿度等ࡢ変化ࡢ計測ࠊ路線ࡢ特性応ࡌた観点ࡢࡽ事業効果ࡢ把

握 

   ࣭全国ࡢ街路事業࠾けࡿ優秀ࡾྲྀ࡞組み等ࡘい࡚ࡢ情報共᭷次ࡢ事業へࡢ映を目的ࡋ

た街路事業ࡢᖺ次報告ࡢ作成࣭公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 。」) 成果を重視ࡋた事業執行へࡾྲྀࡢ組み 

   行政ࡢ効率化を図ࠊࡾ事業ࡢ透明性を高ࡿࡵこを目的ࠊ࡚ࡋ成果主義ࡢ考え方立ࡗた行政

マネジ࣓ントへࡢ転換へࡾྲྀࡢ組みࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

   具体的ࠊࡣ事業完了路線ࡘい࡚ࠊ自動車交通量ࠊ旅行㏿度ࠊ歩行者交通量等ࡘい࡚測定を

行いࠊ事業ࡿࡼ定量的࡞変化を把握ࡿࡍ他ࠊ事業箇所毎特徴的࡞項目ࡘい࡚効果をศ析ࠊࡋ

こࢀを公表ࡼࡿࡍうࠊ国ࡾࡼ依頼ࡀあࡗたࠋ 

い࡚ࡘ組みࡾྲྀࡢ成果主義へࡿけ࠾街路事業ࠕᖹ成16ᖺ5᭶「7日付16都第6「号ࠊࡣ詳細࠾࡞   

㸦通知㸧ࠖࠋࡿࡼ 

 

都市計⏬ 

道路整備 

プログラ 

 策定ࡢ࣒

完了期間 

。時期)ࡢ

公表 

国ࡿࡼ

全面的࡞

支援 

㸱ᖺ８割

ル࣮ルࡢ

徹底 

࣭計⏬的ࠊ効率的࡞事業実施 

࣭事業効果ࡢ早期発現 

事後評価

 事業ࡢ実施 次ࡢ
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第㸰節 都市計⏬事業認可 
 

㸯 手続ࡢ流ࢀ 

  都市計⏬決定をཷけた街路ࡘい࡚ࠊࡣ事業ࡢ認可をཷけࠊ事業を実施ࡿࡍこࠋࡿ࡞そࡢ事業

認可ࡢ手続ࡢ流ࡣࢀ次ࡢ図示࡛ࡾ࠾ࡍあࠋࡿ 

 

○事業認可手続ࡢ流ࢀ 

■ 市⏫村施行事業 

 

 

 

 

 

 

 

■ 県施行事業 

 

 

 

 

 

 

 

地方整備局長ࠊࡾࡼ㸱ࡢ規則59条ࠊ㸰ࡢ法85条ࠊࡣ権限ࡢ国土交通大臣ࡿけ࠾本フロ࣮ࠊ࠾࡞ 

委任さ࡚ࢀいࠋࡿ 

等
の
作
成 

事
業
計
画 

市
町
村
の 

認
可
申
請 

知
事

へ
の 

認 
可 

知
事
の 

告 

示 

知
事
の 

聴
取 

等
の
意
見 

設
管
理
者 

用
排
水
施 

国土交通大臣への 

図書の写の送付 

市町村長へ 

図書の写 

の送付 

公衆 

縦覧 §59ձ 

§59⑥ 

§59ձ §62ձ 

§62ձ 

§62ձ 
§62ղ 

作
成 

計
画
等
の 

県
の
事
業 

認
可
申
請 

大
臣

へ
の 

国
土
交
通 

認
可 

大
臣
の 

国
土
交
通 

告
示 

大
臣
の 

国
土
交
通 

聴
取 

等
の
意
見 

設
管
理
者 

用
排
水
施 

県知事へࡢ 

図書ࡢ写ࡢ送付 

市⏫村長へ 

図書ࡢ写 

 送付ࡢ

公衆 

縦覧 §59ղ 

。§59ճ) 

§59⑥ 

§59ղ 

。§59ճ) 

§6「ձ 

§6「ձ 

§6「ձ 
§6「ղ 
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㸰 認可申請ついて 

  法60条ࠊࡾࡼ事業認可ࡢ申請必要࡞書類等ࠊࡣ次表ࡼࡢう定࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 ࠋࡿࡼい࡚㸦通知㸧ࠖࡘ事業認可ࡢ街路事業ࠕᖹ成「6ᖺ㸳᭶８日付「6都第77号ࠊࡣヲ細࠾࡞  

 

事業認可申請書ࡢ記載事項及び添付書類 

申請書ࡢ記載事項 

㸦法60条ձ㸧 
ᕥࡢ内容 

添付書類 

㸦法60条ճ㸧 

㸯㸬施行者ྡࡢ称  㸯㸬事業地を表示ࡿࡍ図面。注) 

㸰㸬設計ࡢ概要を表示ࡿࡍ図面 

㸱㸬資金計⏬書 

㸲㸬事業ࡢ施行関࡚ࡋ行政機関

処分をࡢ認可等ࠊ許可ࠊ免許ࡢ

必要ࡿࡍ場合࠾い࡚ࠊࡣこ

を証明たこࡗあࡀ処分ࡢࡽࢀ

意ࡢ当ヱ行政機関ࡣ書類又ࡿࡍ

見書 

㸳㸬そࡢ他国土交通省௧࡛定ࡿࡵ

図書 

 ・都市計⏬事業係ࡿ都市 

施設又ࡣ市街地開発事業 

 種類ࡢ⏬都市計ࡿࡍ関

及びྡ称 

・市⏫村௨外ࡢ者あ࡚ࡗ 

 理由㸦規46㸧ࡢ申請ࡣ 

㸰㸬都市計⏬事業ࡢ 

種類 

 

㸱㸬事業計⏬ 㸯㸬収用又ࡣ使用ูࡢを

明ࡋࡽた事業地 

 㸦都市計⏬事業を施行

 土地をいう㸧ࡿࡍ

㸰㸬設計ࡢ概要 

㸱㸬事業施行期間 

㸦法60条ղ㸧 

㸲㸬そࡢ他国土交通 

省௧࡛定ࡿࡵ項 

都市計⏬事業ྡࡢ称㸦規

44条㸧 

    。注) 事業地ࡢ表示当たࠊࡣ࡚ࡗ土地関ࡿࡍ権利を᭷ࡿࡍ者ࡀ自己ࡢ権利係ࡿ 

土地ࡀこࡢࡽࢀ区域含まࡿࢀうを容易ุ断ࡿࡍこ࡞࡛ࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀ 

け࡞ࡽ࡞ࡤࢀい㸦法60条մ࠾い࡚準用ࡿࡍ法14条ղ㸧 

 

㸱 変更認可申請ついて 

  事業認可を受けた都市計⏬事業ࡘい࡚ࠊձ収用又ࡣ使用ูࡢを明ࡋࡽた事業地㸦都市計⏬事

業を施行ࡿࡍ土地をいうࠋ㸧ࠊղ設計ࡢ概要ࠊճ事業施行期間㸦法60条ղ㸧を変更ࡿࡍ必要ࡀ生ࡌた

場合ࠊࡣ事業計⏬ࡢ変更認可を受け࡞け࡞ࡽ࡞ࡤࢀいࠋ 

 ࠋࡿ様࡛あྠい࡚ࠖࡘ㸰 認可申請ࠕࠊࡣい࡚ࡘヲ細ࠊ࠾࡞  
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第㸱節 街路事業ࡢ実施 

 
 街路事業ࠊࡀ௨下ࡼࡢう࡞ᕤ種࡛実施さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 

街路事業ࡢ事業種ู表 

区    分 概           要 

一
般
の
道
路
整
備 

道 路 改 築 
道路、駅前広場、自転車駐車場、歩行者専用道等を新設あるいࡣ改築する事

業 

橋 梁 整 備 
河川、湖沼等に架る一定ࡢ規模以ୖࡢ橋梁ࡢ新設、拡幅又ࡣ架替えを行う

事業 

踏ษ除却࣭改良 踏ษ道ࡢ除却࣭改良またࡣ道路と鉄道を立体交差させる事業 

連 続 立 体 交 差 
道路と交差している鉄道ࡢ一定区間を高架又ࡣ地ୗ化することによって、複

数ࡢ踏ษ除却と新設道路と鉄道とࡢ立体交差を一挙に実現する事業 

連 続 立 体 交 差 関 連 

公 共 施 設 整 備 

連続立体交差事業にあわせて一体的に実施する必要ࡀある街路事業㸦道路改

築、橋梁整備㸧、土地区画整理事業及び市街地再開発事業を実施する事業 

公 共 交 通 機 関 支 援 
道路交通ࡢ円滑化を図るため都市モノ࣮࣭ࣞࣝ新交通システム等ࡢ支柱、桁

等ࡢいわゆるインフラ部ศを道路ࡢ一部として整備を行う事業 

交
通
結
節
点
の
整
備 

結 節 点 改 築 
交通機関間の連携強化や移動の連続性の強化を図るため必要と࡞る駅前広

場、歩行者用デッキ、公共駐車場の整備を行う事業 

結節点環境改善 
交通結節点おいて道路敷地外空間を活用した歩行者通路、交通広場等の整

備 

共
同
溝
等 

共 ྠ 溝 設 置 
ࡘ௨ୖࡢ公共施設㸦電線࢞ࠊス管ࠊ水管ࠊୗ水道管㸧を容ࡵࡓࡿࡍ道路

 業ࡿࡍ共ྠ溝を整備ࡿࡅ設地ୗࡢ

電線共ྠ溝整備 
電線管理者ࡀ௨ୖࡿ࡞電線を容ࡢࡵࡓࡿࡍ道路ࡢ地ୗ設ࡿࡅ電線共

ྠ溝を整備ࡿࡍ業 

道 路 交 通 環 境 改 善 道路敷地外空間を活用ࡓࡋ歩行者通路ࠊ交通広場等ࡢ整備 

 

㸯 用地幅等ࡢ取扱い 

  街路業ࡿࡅ࠾用地ࡢ買幅ࠊࡣ原則࡚ࡋ都ᕷ計画決定ࡢ幅員ࠊࡎࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࡛ࡌྠ補ຓ

用地取得法面等࡛都ᕷ計画幅員௨ୖࠊ変更ࡢ構造物ࠋࡿ࡞範ᅖෆࡓࢀࡉ都ᕷ計画決定ࠊࡶ対象ࡢ

用地ࡽ࡚ࡗ変更を行ࡢ変更及び業認可ࡢ都ᕷ計画㸦幅員㸧ࠊ࡚ࡋ原則ࠊࡣ場合ࡓࡌ生ࡀ必要ࡢ

取得を行うࠊࡓࡲࠋࡿࡍࡢࡶṧ地等をࢺࢵࢣ࣏ス࣮࣌ス࡚ࡋ活用ࡿࡍ場合ྠࡶ様ࡢ扱いࠋࡿࡍ 
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都ᕷ計ࠊࡣ࡚ࡗあを行う場合ࡳࡢ法面ᕤࠊࡎࡏ法敷を取得ࠊ࡚ࡋ土地利用を考慮ࡢ将来ࠊ࠾࡞  

画ࡢ変更ࡣ必要࡞くࠊ業認可ࡢ設計ࡢ概要を表示ࡿࡍᅗ面示ࠋࡿࡍࡢࡶࡍ 

  取得ࡓࡋ業用地ࠊࡣ道路用地࡚ࡋ境界を恒久的明確ࡵࡓࡿࡍコンࢺ࣮ࣜࢡ境界杭࣭境界㗩

等を設置ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

設縁石࣭側溝等を境界沿いࠊࡣ場合ࡢ程度ྠࡀࡉ高ࡢ土地ࡿࡍ隣接ࡉ施ᕤ基面高ࡢ街路ࠊࡓࡲ  

置ࡋ管理境を明確࠾࡚ࡋくࡀࡇ望ࡋࡲいࠋ 

ࡢ一ྠ一連番号㸧ࡢෆ訳書㸦地ᶒ者ࡢ申請書ࠊࡣ用地補償ᅗࡿࡍ添付補ຓ金交付申請ࠊ࠾࡞  

番号を記入ࡓࢀࡉいࠋ 

 

㸰 改築工事 

  改築ᕤࡢ設計当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ本設計基準第1編～第6編準ࠊࡶࡿࡌ示方書ࠊ要綱ࠊ技術基

準等準ᣐࠊࡋ次ࡢ項留意ࠋࡇࡿࡍ 

 ࠋࡇࡢ都ᕷ計画運用指針を参照ࡣい࡚ࡘ適用等ࡢ道路構造௧ࠊ࠾࡞  

 。1) 幅員構成 

   街路ࡣ一度築造ࠊࡿࡍ沿道ࡢ土地利用ࡀ高度化ࡓࢀࡉ場合ࡣ࡞再ᣑ幅ࡀࡇࡿࡍ非常困㞴

重要࡛あࡀࡇࡍ見直ࡿ妥当࡛あࡀ都ᕷ計画決定幅員ࠊࡣ場合ࡿ認可を新規ࠊࡵࡓࡿ࡞

 ࠋࡿࡍࡇࡿࡵ検討を進࡚ࡋ留意点ࡢ௨ୗࡣ㝿ࡢそࠋࡿ

  ձ ᶓ断構成ࠊࡣ計画交通量ࠊ道路ࡢ利用形態ࠊ沿道ࡢ現在及び将来ࡢ土地利用計画ࠊ道路ࡢ種ูࠊ

接続道路ࡢ状況等を຺案࡚ࡋ決定ࠋࡇࡿࡍ 

  ղ 車道ࠊ歩道ࠊ自転車道ࠊ中央帯ࠊ植樹帯ࠊ環境施設帯ࡢ幅員ࡘい࡚ࠊࡣ都ᕷ計画決定時ࡢ考

え方及び沿道ࡢ土地利用ࠊ歩行者ࠊ自転車交通量ࠊ都ᕷ景観等を考慮࡚ࡋ決定ࠋࡇࡿࡍ 

  ճ 積雪地帯࠾い࡚ࠊࡣ堆雪幅ࠊ流雪溝設置幅等冬期ࡢ交通対策を考慮࡚ࡋ決定ࠋࡇࡿࡍ    

 。「) 縦断計画 

   縦断勾配ࡢ計画当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ道路構造௧を踏ࡲえࡶࡿ沿道地域ࡢ土地利用及び地盤高ࠊ

施ᕤ箇所前ᚋࡢ縦断勾配ࠊ排水勾配ࠊษ土盛土ࣛࣂࡢンス等を考慮ࠋࡇࡿࡍ特交差点部ࡢ区間

ࡼ凍結ࠊ積雪ࠊࡣい࡚࠾積雪寒冷地域ࡓࡲࠋࡇࡿࡍ配慮を࡞十ศࠊ交通Ᏻ全ୖ等ࡣい࡚ࡘ

 ࠋࡇࡿࡍ縦断勾配ࡓࡋ等を考慮ࣉࢵスࣜࡿ

 。」) 土ᕤ計画 

   近ᖺࡢ建設発生土処理費ࡢ高騰やࠊ処理場所ࠊ方法等ࡢ問題ࡽษ土量盛土量ࣛࣂࡢンスを考

慮ࠊࡋ発生土量を必要最ᑠ限ࡼࡿࡍうດࡶࡿࡵ௨ୗࡢ点留意ࠋࡇࡿࡍ 

  ձ ษ土ࠊ盛土ࡢ区間࠾い࡚ࠊࡣ多くࡢ用地面積を必要ࠕࠊࡵࡓࡿࡍ用地費用ࠖࠕ擁壁等ࡢ

構造物ࡢ費用ࠖを比較検討ࡋ経済的࡞方法࡛計画を行うࡓࡲࠋࡇ法部ࡢ用地取得当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ
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将来ࡢᕷ街化ࡢ動向ࠊ沿道地ᶒ者ࡢ意向等を把握検討ࡢうえ行うࠋࡇ 

  ղ 近い将来ᕷ街化及び土地利用形態ࡢ変更ࡀ予想ࡿࢀࡉ地域ෆࡢ橋梁ࡢ取付部等࡛高盛土ࡿ࡞

区間ࡘい࡚ࠊࡣ地域ศ断等ࡢ問題ࡀ生࡞ࡌいࡼう高架橋ࡢ検討ࡶ行うࠋࡇ 

  ճ ษ土࣭盛土ࡢ直近ఫ宅等ࡢ建築ࡀ予想ࡿࢀࡉ場合ࠊࡣ法面崩壊ࡿࡼ災害を࡞ࡉࡇ࠾いࡼ

う法面処理ࡢ検討当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ特慎重検討ࠋࡇࡿࡍ 

 。4) 舗装ᕤ 

   車道部ࡢ舗装ࡘい࡚ࠊ都ᕷ型水害ࡢ発生抑制ࠊ道路交通騒音ࡢప減等ࡢ観点ࡽ必要応ࠊ࡚ࡌ

排水性舗装等を積極的使用ࡓࢀࡉいࠋ 

 。5) 歩道ࡢ構造 

   ᖹ成1「ᖺ11月15日ࠕࠊ高齢者ࠊ身体㞀害者等ࡢ公共交通機関を利用ࡓࡋ移動ࡢ滑化関ࡿࡍ

法ᚊ㸦交通࣮ࣜࣇࣜࣂ法㸧ࠖࡀ施行ࠊࢀࡉ交通結節点࣮ࣜࣇࣜࣂࡢ化ࡀ進ࠋࡓࡁ࡚ࢀࡽࡵ 

利用ୖࡢ移動ୖ及び施設ࡿࡅ࠾日常生活及び社会生活ࡢ㞀害者等ࠊ高齢者ࠊᖹ成18ᖺࠊࡓࡲ

法࣮ࣜࣇࣜࣂ交通法ࣝࣅࢺ࣮ࣁࠊࡵࡓࡿࡍ推進施策を総合的ࡿ向ୖをᅗࡢᏳ全性ࠊ利便性ࡢ

を統合࣭ᣑ充ࡿࡍ形࡛ࠕࠊ高齢者ࠊ㞀害者等ࡢ移動等ࡢ滑化ಁࡢ進関ࡿࡍ法ᚊ㸦࣮ࣜࣇࣜࣂ

新法㸧ࠖを制定ࠊࡾ࠾࡚ࡋ引ࡁ続ࠊࡁ歩行空間࣮ࣜࣇࣜࣂࡢ化を進࡚ࡵいくࠋ 

必要ࡵࡓࡢ移動等滑化ࠕࠊࡣい࡚ࡘ区域ࡓࢀࡽࡵ定ࡀ基࡙く基本構想新法࣮ࣜࣇࣜࣂ   

ࡿい࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡼ基準ࠖ㸦ᖹ成18ᖺ1「月19日国土交通省௧第116号㸧ࡿࡍ関構造ࡢ道路࡞

あ࡛ࡢࡶࡿい࡚ࡵ最ప基準を定ࡁࡍ遵Ᏺࡢ構造ࡢ特定道路ࡿࡅ࠾重点整備地区ࡣ基準ࡢࡇࠊࡀ

ンࠖ㸦㸦㈈㸧国土技術研究センࣛࢻ࢞移動滑化整備ࡢ道路ࠕࡣ࡚ࡗࡓあ整備ࡢ実㝿ࠊࡾ

タ࣮㸧ࡓࢀࡽࡼいࠋ 

ࡓࡿい࡚ࢀࡽࡏ課࡚ࡋດ力義ົࡀ適合ࡢ本基準࡚ࡋ対道路ࡢ全࡚ࡢ特定道路ࠖ௨外ࠕࠊࡓࡲ   

 ࠋいࡓࢀࡽ活用をᅗ࡞積極的ࡢ本基準ࡣ࡚ࡗࡓあ整備ࠊࡵ

を設ࢡࢵࣟࣈ視覚㞀害者誘ᑟ用ࡌ応必要ࠊࡵࡓࡿ利便性をᅗᏳ全ࡢ歩行ࡢ視覚㞀害者ࠊ࠾࡞

置ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

 。6) 歩道舗装 

   歩道舗装ࡢ種類ࠊࡣスࢺࣝࣇ舗装を標準ࠋࡿࡍ 

電線共ྠ溝整備ࠊ駅前広場ࠊ支援街路業ࡾく࡙ࡕࡲ࡞身近ࠊ整備業ࢻ࣮ࣟࣝ࣎ンࢩࠊࡋࡔࡓ   

業ࠊ歩行者専用道等地域ࡢ特性を生࡙ࡕࡲࡓࡋくࡾを行う場合࡛ࠊ補ຓ対象ࡢ考え方等ุࡢ断

６街路業ࠕࠊࡣい࡚ࡘࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢࠋいࡓࢀࡉ相談街路業担当課ࠊࡣい場合ࡋ㞴ࡀ

 ࠋいࡓࢀࡉを参照ࠖࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢࡿࡅ࠾

 ࠋࡿࡍ扱いࡓࡌ準記ୖࠊࡶい࡚ࡘ歩道舗装ࡢ橋梁ࠊ࠾࡞   
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㸱 平面交差点 

  ᖹ面交差点ࡢ設計計画ࠊࡣ交通量ࠊ大型車混入率ࠊ方向ู交通量ࠊ交差点密度等を考慮ࠊࡋ既存ࡢ

ᖹ面交差点改良ࡘい࡚ࠊࡣ過去ࡢ故ࡢ状況ࠊ混雑状況等を຺案࡚ࡋ行うࡀࡇ重要࡛あࠋࡿ 

 ࠋࡇࡿࡍ留意項ࡢ次特ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当設計࠾࡞  

  ձ 交差角ࡣ直角交差ࡀ望ࡋࡲいࠊ࡛ࡢ設計当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ直角交差近࡙ࡿࡅ共ࡔࡿࡁ࡛ࠊ

 ࠋࡇࡿࡍう考慮ࡼࡿ࡞交差点࡞ࢺࢡࣃコンࡅ

  ղ 五差路௨ୖࡢ交差点ࡣ避ࠊࡋࡢࡶࡿࡅやࡴを得࡞い場合ࠊࡣ流出交通ࡳࡢを認ࡿࡵ交通規

制ࠊࡶࡢ実質四差路ࡢ交差点࡚ࡋ機能ࡼࡿࡍう交通管理者協議を࡚ࡋ設計ࠋࡇࡿࡍ 

  ճ くいࡀࡕい交差ࡣ避ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡅ 

  մ 右折車ࡢ予想ࡿࢀࡉ交差点ࠊࡣ右折車線を設ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡅ 

 

㸲 道路相互ࡢ立体交差 

  立体交差ࡢ計画当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ将来交通量ࠊ道路ࡢ機能ࠊ交差点間隔ࠊ土地利用条件等を຺案ࠊࡋ

総合的検討ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ特ᕷ街地部࡛ࠊࡣ交差点密度ࡀ高いࠊࡵࡓ一ࡢࡘ交差点を立体化ࡍ

十ࠊい࡚ࡘ問題ࡢ環境等ࠊ排水処理ࠊチ࣮ࣟࣉࡢ沿道地域ࠊ影響ࡢ隣接交差点ࡿࡼࡇࡿ

ศ࡞検討を行うࠋࡇ 

  立体交差ࡢ採用当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ次ࡢ項留意ࠋࡇࡿࡍ 

  ձ ４車線௨ୖࡢ道路ࡀ相互交差ࡿࡍ場合ࡣ立体交差を考慮ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍそࡢ㝿ࠊ立体交差

 ࠋࡇい࡚検討を行うࡘ路線全体ࡢンス等そࣛࣂࡢ交差点ࡢ効果及び他ࡿࡼ

  ղ そࡢ他ࡢ交差点あࠊࡶ࡚ࡗ交通量ࠊ道路ࡢ機能及び地形等࡚ࡳࡽ立体交差ࡀ望ࡋࡲい場合

 ࠋࡿࡍ立体交差ࠊࡣ

  ճ 立体交差ࡢ形式㸦高架式ࠊ地ୗ式等㸧ࡢ選定ࠊࡣ経済的࡞比較ࠊࡾࡼࡶࡣ排水処理ࠊ日照ࠊ

周辺ࡢ土地利用ࠊ地ୗ水ࡢ流ࢀ等ࡢ観点ࡶࡽ比較検討ࠊࡋ総合的ุ断ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

  մ 立体交差ࡢ設計当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ特次ࡢ項配慮ࠋࡿࡍ 

࡞少ࠊࡀࡿࡵ定࡚ࡌ応状況ࡢ沿道ࠊ交通量及びࡢ当ヱ道路ࠊࡣ幅員ࡢ連結側道ࡢ立体交差    

く1ࡶ車線ࡢほ停車帯を考慮ࡓࡋ幅員௨ୖࡀࡇࡿࡍ望ࡋࡲいࠋ 

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᖹ面部をᶓ断ࠊࡎࡅ設立体部本線࡚ࡋ原則ࠊࡣ自転車道ࠊ歩道    

   ウ 高架式ࡢ場合ࠊ交差部ࡢ高架ࡢ支間長ࠊࡣ連結道路交差道路ࡢᖹ面交差計画ࠊ視距等を考

慮࡚ࡋ決定ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

   エ 高架ࡢ取付部ࠊࡣ擁壁を採用࡚ࡋいࡿ例ࡀ多いࠊࡀ通風ࠊ地域ศ断感ࡢ解消等配慮ࠊࡋ橋

梁型式ࡘい࡚ࡶ検討ࠋࡇࡿࡍ 

検討をࡢ施ᕤ方法等ࠊ置ࡢ共ྠ溝ࠊࡣい࡚ࡘ箇所ࡿࢀࡽ考えࡀ設置ࡢ共ྠ溝等ࠊ将来 ࢜   
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行࠾࡚ࡗくࠋࡇ 

  յ 高架式࡛ࣅࣞࢸ電波㞀害ࠊ日照㞀害等ࡢ恐ࡢࢀあࡿ場合ࠊࡣ前調査を実施࠾࡚ࡋくࠋࡇ 

 

㸳 道路ࡢ附属施設等 

 。1) 立体ᶓ断施設 

   設置当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ交通状況ࠊ地形ࠊ沿道ࡢ土地利用ࠊ歩行者ࡢ利便性等を十ศ検討ࡢうえࠊ最

適࡞立体ᶓ断施設を選定࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

エࣞࡣ立体ᶓ断施設ࡿࡅ࠾道路ࡿࡍ特定経路を構成ࡿࡍ規定新法࣮ࣜࣇࣜࣂ交通ࠊࡓࡲ   

高齢者等ࠊ身体㞀害者対策ࠊ他沿道状況ࡢそࠋࡇࡿࡍ留意࡛ࡢࡿい࡚ࡋ設置を原則ࡢタ࣮࣮࣋

弱者対策等ࠊࡾࡼ特Ṧ࡞設計ࡢ必要ࡢあࡿ場合ࠊࡣ必要応ࡌ前街路業担当課相談ࢀࡉ

 ࠋいࡓ

 。「) 植᱂ 

   道路植᱂ࠊࡣ道路景観ࠊ交通ࡢᏳ全性ࠊ快適性ࡢ向ୖࠊ大気ࡢ浄化ࠊ騒音ࡢ軽減等良好࡞環境ࡢ

確保をᅗࡿうえ࡛重要࡛あࠊࡾ積極的実施ࠊࡀࡿࡍࡇࡿࡍ実施当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ次ࡢ項留

意ࠋࡇࡿࡍ 

  ձ 植樹帯ࡢ幅員1.5ࠊࡣmを標準ࠋࡿࡍ 

  ղ 樹種ࡣ地域ࡢ特性ࠊ植᱂計画ࡢ意ᅗふࡉわࡋい樹木を選定ࠊࡋࡢࡶࡿࡍ樹齢ࡢᑠࡢࡶ࡞ࡉ

を大ࡁく育࡚ࡇࡿを基本計画ࠋࡇࡿࡍ 

  ճ 植᱂ࠊࡣప木ࠊ中木ࠊ高木ࠊࡋ高木ࡣ樹高4.0m࡛幹回ࡾ㸦目通ࡾ㸧「5げmを補ຓ対象ࡢ目Ᏻ

 ࠋࡿࡍ

  մ 身近࡙ࡕࡲ࡞くࡾ支援街路業ࠊ駅前広場ࢩࠊンࢻ࣮ࣟࣝ࣎整備業等࡛景観等ࡢ配慮ࠊࡽ

ୖ記ࡓࡀࡾࡼい場合ูࠊࡣ途ࠊ街路業担当課相談ࡓࢀࡉいࠋ 

  յ 植᱂ࡢ設計ࠊ樹種ࡢ選定等ࡢヲ細ࡘい࡚ࠕࠊࡣ道路緑化技術基準࣭ྠ解ㄝࠖ㸦日本道路協

会㸧を参照ࠋࡇࡢ 

 。」) 防護柵等 

   防護柵ࠊࡣ路側用防護柵ࠊ歩道用防護柵ࠊศ㞳帯用防護柵ศ類ࠊࡀࡿࢀࡉそࡢ形式選定当

ࠊ場合ࡢࡇࠋࡇࡿࡍ決定࡚ࡋ留意除雪等ࠊ維持修繕ࠊ条件ࡢ施ᕤࠊ調和ࡢ道路環境ࠊࡣ࡚ࡗࡓ

歩道ࡢ植樹帯付近࡛ࡣ樹木ࡢ成育ࡢ妨࡞ࡽ࡞ࡆいࡼう配慮ࠋࡇࡿࡍ 

 。4) 道路照明 

  ձ 使用ࡿࡍ材質ࡣ通常ࡢ照明具㸦鋼製ࠊ࣮࣏࣮ࣝࣃ࣮ࢸ水銀灯等㸧を補ຓ対象ࡢ限度ࠋࡿࡍ 

ࡇࡿࡍ原則Ｌ㹃㹂照明ࠊࡣい࡚ࡘ㸧ࡴンネࣝ照明含ࢺ道路照明㸦ࡿࡍ更新及び新設ࠊࡓࡲ

 ࠋ
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 ࠋࡇࡿࡍ前協議設計時ࠊࡣい࡚ࡘンネࣝ照明ࢺࠊ࠾࡞

  ղ 身近࡙ࡕࡲ࡞くࡾ支援街路業ࠊ駅前広場ࢩࠊンࢻ࣮ࣟࣝ࣎整備業等࡛景観等ࡢ配慮ࡽ

ୖ記ࡓࡀࡾࡼい場合࡛ࠊ補ຓ対象ࡢ考え方等ุࡢ断ࡀ㞴ࡋい場合ࠊࡣ必要応ࡌ街路業担当

課相談ࡓࢀࡉいࠋ 

  ճ 将来ࠊ連続照明ࡀ必要ࡿ࡞思わࡿࢀ区間ࡘい࡚ࠊࡣ前電線管ࡢᕸ設を検討ࠋࡇࡿࡍ 

 。5) 道路標識区画線࣭道路表示 

   道路標識ࠊ区画線及び道路標示を設置ࡿࡍ場合ࠊࡣ公Ᏻ委員会十ศ協議ࡢうえ設置ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡇࡿࡍ留意項ࡢ次ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当設置ࡢ道路標識ࠋࡿࡍ

  ձ 道路利用者ࡢ利便資ࠊࡵࡓࡿࡍ案ෆ標識ࡣ積極的設置ࠋࡇࡿࡍ 

    そࡢ㝿ࠊ他道路管理者ࡢ設置ࡿࡍ案ෆ標識を含ࠊࡵ一貫ࢺ࣮ࣝࡓࡋ案ෆࡼࡿ࡞う特留意ࡍ

 ࠋࡇࡿ

  ղ 標識ࠊࡣ道路利用者ࡀ短時間࡛ࡘ夜間࠾いุ࡚ࠊูุࡶㄞ࡛ࡿࡁ大ࠊࡉࡁ置等を十ศ検

討ࠊࡶࡿࡍ周辺ࡢ既設標識ࡢ置ࠊෆ容等を຺案࡚ࡋ設置ࠋࡇࡿࡍ 

  ճ 設置㝿ࠊࡣ࡚ࡋ支柱や標識ࡀ建築限界を侵࡞ࡉいࡼう注意ࠋࡇࡿࡍ 

 ス停車帯ࣂ (6。 

   路線ࣂスࡢ多い道路࡛ࣂࠊスࡢ停車ࡾࡼ交通容量ࡀ大幅పୗࡿࡍ場合ࣂࠊࡣス停車帯ࡢ設

置を検討ࣂࠋࡇࡿࡍス停車帯を設置ࡿࡍ場合࠾い࡚ࠊࡣ都ᕷ計画決定幅員ࡢ中࡛ࠊ歩道を多少

縮ᑠ࡚ࡋ設置可能࡞場合ࠊ計画幅員を外側ᣑ幅ࡀࡇࡿࡍ必要ࡿ࡞場合ࡀあࠊࡀࡿᚋ者ࡢ場

合ࡣ将来ࡢ当ヱ地域ࣂࡢス路線計画等を຺案࡚ࡋ必要応࡚ࡌ都ᕷ計画ࡢ変更を行うࠋࡇ 

   設置当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ交差点付近ࠊ縦断勾配ࠊ曲線半径等留意ࣂࠊ࡚ࡋス業者等協議ࡢうえ

利用者ࡢ利用ࡋやࡍい置選定ࠋࡇࡿࡍ 

 。7) 除雪࣭融雪施設 

   流雪溝ࠊ消雪ࢸ࣮ࣄࢻ࣮ࣟࠊࣉࣃンࡘࢢい࡚ࠊࡣ適ษ設置ࡾࡼࡇࡿࡍ非常効果ࡀ

あࠊ࡛ࡢࡿ積極的検討ࠊࡀࡿࡍࡇࡿࡍ実施あࠊࡣ࡚ࡗࡓ次ࡢ項留意ࡶࡿࡍ利用

者࡞そࡢ運用ࡘい࡚ࡶ関ಀ者間࡛検討࠾࡚ࡋくࠋࡇ 

ࡘࢢンࢸ࣮ࣄࢻ࣮ࣟࡿࡅ設歩道ࡢ多い箇所ࡀ商店街等歩行者ࡿࡅ࠾ᕷ街地中心部ࠊࡓࡲ   

い࡚ࠊࡣ必要応ࡌ街路業担当課相談ࡓࢀࡉいࠋ 

   視線誘ᑟ標ࠊ道路射鏡ࠊ遮光施設等ࡘい࡚ࠊࡣ必要応࡚ࡌ設置ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

 。8) そࡢ他ࡢ施設 

街路ࡌ応必要ࠊࡣい࡚ࡘ設置ࡢ施設࡞特Ṧࡢ௨外ࡓࡗ附属施設等㸧࡛扱ࡢ本項㸦道路ࠊ࠾࡞   

業担当課相談ࡓࢀࡉいࠋ 



14－1－15 

㸴 街路事業おけࡿグレ࣮ドアップ 

 考え方ࡢ項目࡞主ࡢࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢ (1。 

   街路業ࡀ都ᕷ景観形成ࠖࡅࡗࡁࠕࡢやࠕ核ࠖࠊࡾ࡞街࡙くࡾを誘ᑟ࡚ࡋいくࠊࡽࡇ整

備あࡣ࡚ࡗࡓ十ศ࡞検討ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

前相街路業担当課ࠊࡣい࡚ࡘࡢࡶいࡋ㞴ࡀいุ࡚断ࡘ考え方ࡢࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢࠊ࠾࡞   

談を行い実施ࠋࡇࡿࡍ 

  1) 歩道舗装 

    歩道舗装ࡣ最ࡶ基本的࡛ࡢࡶ࡞あࠊࡾ景観࡞࡛ࡳࡢく環境や福祉࣭交通Ᏻ全面ࡶ配慮ࠊࡋ単

方向性や地元ࡢࡾ街࡙くࠊく࡞ࡣいう࡛良いࡽࡔ整備ࡢࢡࢵࣟࣈࢢン࢟ࢵンタ࣮ࣟ

 ࠋいࡋࡲ望ࡀࡇࡿࡍう検討ࡼࡿ࡞計画ࡓࢀࡉ配慮ࡀ周知徹底等ࡢ

  「) 照明灯 

    照明灯ࢨࢹࡢンࠊࡣ夜間ࡣ無論ࡇࡢ昼間ࡢ景観果ࡍࡓ役割ࡀ大ࡁい࡛ࡢ十ศ検討ࡇࡿࡍ

特注品をᏳ易ࠊ࡛ࡢࡿあࡶ場合ࡿあࡀࡢࡶࡢンࢨࢹࡿࡍチࢵ࣐ࡶ中ࡢ既製品ࠊ㝿ࡢそࠋ

使用ࡣࡢࡿࡍ不適ษ࡛あࠋࡿ 

  」) 高 欄 

    高欄ࠊࡣ照明灯ྠ様ࠊ材質ࢨࢹࡾࡼンࡾࡼそࡢ単価ࡀᕥ右ࠊࡵࡓࡿࢀࡉ既製品ࡢ活用を

検討ࢨࢹࠊࡶࡿࡍン重視࡚ࡗ࡞強度不足࡞ࡽ࡞いࡼう注意ࠋࡇࡿࡍ 

  4) 植樹等 

    樹木ࠊࡣ種類や大࡚ࡗࡼࡉࡁ単価ࡀ大ࡁく異ࠊࡶࡿ࡞樹木を育࡚ࡿいう観点ࠊࡽ

原則࡚ࡋ高木㸦現基準：高4ࡉmࠊ目通5」ࡾげm㸧ࡣࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢࡢ認࡚ࡵい࡞いࠊࡋࡔࡓࠋ既

存ࡢ樹木ࡀあࡿ場合ࠊࡣ極力そࡢ活用を検討ࡓࢀࡉいࠋそࡢ㝿ࠊ移植ᚋࡢ樹木を支えࡿ鳥居等ࠊࡣ

仮設物ࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢ࡛ࡢ࡞を認࡚ࡵい࡞いࠋ 

高木ࠊࡣ場合ࡿい࡚ࡗ࡞明確ࡀ必要性ࡢ等そ࣮ࣜࢶࣝ࣎ンࢩࡿࡅ࠾ࢻ࣮ࣟࣝ࣎ンࢩࠊ࠾࡞    

 ࠋࡿい࡚ࡵを認ࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢࡢ

 目Ᏻࡢ補ຓ対象範ᅖࡢࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢ (」。 

   街路業ࡢ近ᖺࡿࡅ࠾補ຓ対象範ᅖࡢ目Ᏻを参考࡚ࡋ表示ࠊࡀࡿࡍࡇࡍ前述ࡢ各種

業ࡢ実施あࠊ࡚ࡗࡓ地元特産ࡢ材料を利用ࡿࡍ場合࡞地域ࡢ活性化ࡀᅗࡿࢀࡽ場合࠾い࡚ࠊࡣ

路線ࡈ真必要࡞整備水準を຺案ࡋ検討ࡓࢀࡉいࠋ 

ࢵࢻ࣮ࣞࢢࡿࡼ㸦県単費ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡼ地元㈇担ࠊࡣࡢࡶࡿ補ຓ対象範ᅖを超えࠊ࠾࡞   

 㸧ࠋい࡞原則行わࡣࣉ
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○グレ࣮ドアップ関わࡿ補助対象範囲ࡢ目安 

ศ  類 

ᕷ街地中心部等࠾

い࡚ࠊ都ᕷࡢ空間形

成機能ࡀ求࡚ࢀࡽࡵ

いࡿ路線 

景観協議会等ࠊࡾࡼ周辺地区ࡲࡢ

ࠊࡾࡓࡋい࡚検討を実施ࡘࡳ࡞ࡕ

沿道地区ࡢఫ民ࡢ意見を調査ࠊࡋ景

観ࣛࢻ࢞ンを策定ࡿࡍ等ࡢ取ࡾ

組ࡳを実施࡚ࡋいࡿ路線 

実施ࡢ࡞協議会ࡾく࡙ࡕࡲ

体制ࡢୗࠊ地区計画や景観

計画を策定ࠊࡋ沿道ࡢ景観形

成連携ࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢࡓࡋ

を実施ࡿࡍ路線 

 業 例 

一般ࡢ街路業࡛ࢢ

場ࡿࡍࣉࢵࢻ࣮ࣞ

合 

駅前広場整備業 

歩行者専用道整備業 

電線共ྠ溝整備業 

身近࡙ࡕࡲ࡞くࡾ支援街路業 等 

 整備業ࢻ࣮ࣟࣝ࣎ンࢩ

身近࡙ࡕࡲ࡞くࡾ支援街路

業㸦歴ࡕࡳ業㸧等 

舗  装 

コンࢺ࣮ࣜࢡᖹ板舗

装 

ࢢン࢟ࢵンタ࣮ࣟ

 舗装ࢡࢵࣟࣈ

 舗装ࢡࢵࣟࣈࢢン࢟ࢵンタ࣮ࣟ

タࣝ舗装 

擬石ᖹ板舗装 

 舗装࣮ࣛ࢝

擬石ᖹ板舗装 

ᑠ舗石舗装 

自然石舗装 

照  明 

鋼製࣮࣏࣮ࣝࣃ࣮ࢸ 

 照明࣮࣏ࣝンࢨࢹ

 ࣑ࣝ

㗪物 

 照明࣮࣏ࣝンࢨࢹ

 ࣑ࣝ

㗪物 

 照明࣮࣏ࣝンࢨࢹ

植 樹 桝 

歩道縁石 

境 界 石 

コンࢵࣟࣈࢺ࣮ࣜࢡ

 ࢡ

洗い出ࢡࢵࣟࣈࡋ 

ࣞンࢡࢵࣟࣈ࢞ 

洗い出ࢡࢵࣟࣈࡋ 

ࣞンࢡࢵࣟࣈ࢞ 

擬石化粧 

擬石化粧 

自然石 

 ࢻ࣮ࣞࢢ

 ࡢࣉࢵ

目  Ᏻ 

通常単価ࡢ「倍程度 通常単価ࡢ」倍程度 通常単価5ࡢ倍程度 

注㸯㸧ࠕ通常単価࣭࣭࣭ࠖ積算基準基࡙ࡁ使用࡚ࡋいࡿ積算単価表又ࡣ物価版ࡢ標準単価࡛あࡗ

必ࡢࣉࢵࢻ࣮ࣞࢢࠊ࡚ࡗ基準࡛あ࡞相対的ࡣ通常単価ࠊࡋࡔࡓࠋࡢࡶࡿࡆ掲各々次ࠊ࡚

要性࡞ࡢい路線࠾い࡚ࠊࡶ標準的コンࢺ࣮ࣜࢡᖹ板舗装を使用ࡿࡍ意味࡛࡞ࡣいࠋ 

ձ歩道舗装࣭࣭࣭目Ᏻࠊ࡚ࡋコンࢺ࣮ࣜࢡᖹ板舗装ࡢ標準的࡞単価を適用ࠋࡿࡍ 

ղ照明灯 ࣭࣭࣭高ࠊࡉ出幅ࠊ灯数ࡿࡼ呼びྡࠊࡈ標準品ࡢ単価を適用ࠋࡿࡍ 

ճ植樹桝、歩道縁石、境界石࣭࣭࣭用途ࠊ規᱁ࡈ標準品ࡢ単価を適用ࠋࡿࡍ 

 注㸰㸧実㝿ࡢ現場࠾い࡚ୖࠊ記ࡢ表掲࡚ࢀࡽࡆいࡿ材質௨外ࡢ材料を超えࡿ単価ࡢ材料を地元

㈇担等ࡾࡼ使用ࡣࡇࡿࡍ差ࡋ支え࡞いࠋ 


